
海を知って地球を守ろう！
～海のなぞを探る仕事あれこれ～

「海」って、すごいんです。
だけど、海は大きくて、わらかないことだらけ。

“海を調べる学問”である海洋学と
“海に関する仕事”を紹介します。
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https://kaiyo-gakkai.jp/Poster/web_poster_20190826.pdf



海の大切さ と 多くの謎
• 地球上の光合成の50%は海で行われている

• 人間が出した二酸化炭素の25%を吸収している

• 人類による動物性たんぱく質の16%を供給している

（過去50年で約2倍に増加…今後も需要増大の見込み）

大切な海はこれからどう変化していくんだろう？
その結果，地球はどうなるんだろう？？

Ø温暖化・海洋酸性化・海の砂漠化などの変化が起きつつある

Ø海の95%は未調査，海洋生物の91%は未特定

海のことをもっと知るべし！！



地学

物理学 地理学

化学 生物学

海洋学

生物多様性
遺伝子資源

海洋酸性化
物質循環

海洋大循環
地球温暖化

海底堆積物
メタンハイドレート

海岸地形
里海

海洋プラスチック

好きな分野から
「海の謎」に挑む！

色んな分野の人と
一緒に取り組める！

海洋学とは？…総合科学



海洋学とは？…先端的冒険
未知の海へ出かけて
物理・化学・生物・地質の先端的観測

宇宙からも観測

スパコンでシミュレーション

無人自動観測も駆使

好きなやり方で
巨大な海の謎に挑戦！

現場観測
理論計算
技術開発
etc.



海にかかわる仕事
• 教員 @ 大学・大学校・高専・水産高校
• 研究者 @ 研究所（国研・関係省庁・公財・博物館）
• 行政官 @ 気象庁・海上保安庁・水産庁・水産試験場
• 技術者 @ 大学・研究所・民間会社（海洋調査

・海洋機器開発・環境コンサル
・化学分析・船舶運航 etc.）

• 科学コミュニケーター @ 科学館・博物館
• サイエンスライター @ 出版社・フリー
• 船員
• 漁師・海人

全国各地に「海洋学を学べる大学」があります！
https://kaiyo-gakkai.jp/jos/link/univ-list



氏名：酒井 秋絵

所属：九州大学大学院 総合理工学府
大気海洋環境システム学専攻

これまでの知⾒から仮説を⽴てる 観測 データ解析

－観測地点に行き、自分で測定したデータを見られる！

－まだ誰も知らないことを発見できる！

－学会や観測航海でいろんな人・景色・食に出会える！

経歴
• 九州大学理学部地球惑星科学科

－大気科学の研究室
• 無料で参加できる学会（地球惑星科学連合大会
（JpGU））で海洋学と出会う→今の研究室へ

数値実験

－地球科学の勉強をしてみたいけど、家族と離れることや奨学金、

就職先はあるか、結婚できるか等……不安だらけ。

→大学に進み、先輩方と出会い、話を聞いて不安が消えた！

https://www.tj.Kyushu-u.ac.jp/major/global_environment.php

学会発表・論⽂投稿

ロールモデル①：海洋学を学ぶ大学院生

現在の研究内容－海の中を伝わる波のメカニズムの解明

研究で楽しいこと 不安だらけだった中高生時代



ロールモデル②：海洋学研究者
氏名：安中さやか

所属：東北大学 大学院理学研究科
海洋研究開発機構(JAMSTEC)

経歴
• 東北大学にて、博士（理学）の学位取得
• 任期付き研究員として、

いくつもの研究機関を転々
• 昨年10月より、東北大学に赴任https://www.gp.tohoku.ac.jp/research/researchB.html

https://www.jamstec.go.jp/rigc/j/

－自分個人の名前で、世界中の人とやりとりできる！

－自分でやりたいことを決められる！

－研究以外にも活躍の場！

－高校時代：地球環境問題への関心、物理への憧れ
→地球物理学を志す

－大学時代：「地球温暖化の主役は海」と聞き、
海洋物理学の研究室へ

－その後：海の不思議に取りつかれ、現在へ至る

現在の研究内容

－海水温は、どう変化してきたの？
－海は、いつ、どこで、どのくらいCO2を吸っているの？
－植物プランクトンの光合成に必要な栄養は、どこに、どのくらい存在するの？

データ収集 データ解析 結果を、世界地図の上に描く

研究者の魅力 海洋学を選んだ理由



女子中高生のみなさんへ
だいじな海 なぞだらけの海

海を知ることは地球を守ることに繋がります

海のなぞ，あなたも探ってみませんか？

なぞを探るきっかけは，小さな疑問や興味から♪

あなたの興味を大切に♪

海も地球も大切に☆彡


